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一

　

中
国
の
著
名
な
文
学
者
魯
迅
（
一
八
八
一
〜
一
九
三
六
）
が
、
一
九
二
七
年

九
月
に
広
州
に
お
け
る
夏
期
学
術
講
演
会
で
行
っ
た
「
魏
晋
風
度
及
文
章
与
薬

及
酒
之
関
係
」
と
題
す
る
講
演
の
中
に
「
五
石
散
」
の
服
用
の
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る（
１
）。

　
　

 　

此
外
、
他
也
喜
歓
談
名
理
。
他
身
子
不
好
、
因
此
不
能
不
服
薬
。
他
吃

的
不
是
尋
常
的
薬
、
是
一
種
名
叫
〈
五
石
散
〉
的
薬
。

　
　

 　
〈
五
石
散
〉
是
一
種
毒
薬
、是
何
晏
吃
開
頭
的
。
漢
時
、大
家
還
不
敢
吃
、

何
晏
或
者
将
薬
方
略
加
改
変
、
便
吃
開
頭
了
。
五
石
散
的
基
本
、
大
概
是

五
様
薬
。
石
鍾
乳
・
石
硫
黄
・
白
石
英
・
紫
石
英
・
赤
石
脂
、
另
外
怕
還

配
点
別
様
的
薬
。
但
現
在
也
不
必
細
細
研
究
它
、
我
想
各
位
都
是
不
想
吃

它
的
。

　
　

 　

従
書
上
看
来
、
這
種
薬
是
很
好
的
、
人
吃
了
能
転
弱
為
強
。
因
此
之
故
、

何
晏
有
銭
、
他
吃
起
来
了
。
大
家
也
跟
着
吃
。
那
時
五
石
散
的
流
毒
就
同

清
末
的
鴉
片
的
流
毒
差
不
多
、
吃
薬
与
否
以
分
闊
気
与
否
的
。
現
在
由
隋

巣
元
方
做
的
『
諸
病
源
候
論
』
的
里
面
可
以
看
到
一
些
。
拠
此
書
、
可
知

吃
這
薬
是
非
常
麻
煩
的
、
窮
人
不
能
吃
、
仮
使
吃
了
之
后
、
一
不
小
心
、

就
会
毒
死
。
先
吃
下
去
的
時
候
、
倒
不
怎
様
的
、
后
来
薬
的
効
験
既
顕
、

名
曰
〈
散
発
〉。
倘
若
没
有
〈
散
発
〉、
就
有
弊
而
無
利
。
因
此
吃
了
之
后

不
能
休
息
、
非
走
路
不
可
、
因
走
路
才
能
〈
散
発
〉、
所
以
走
路
名
曰
〈
行

散
〉。
比
方
我
們
看
六
朝
人
的
詩
、
有
云
「
至
城
東
行
散
」、
就
是
此
意
。

后
来
做
詩
的
人
不
知
其
故
、
以
為
〈
行
散
〉
即
歩
行
之
意
、
所
以
不
服
薬

也
以
〈
行
散
〉
二
字
入
詩
、
這
是
很
笑
話
的
。

　
　

 　

走
了
之
后
、
全
身
発
焼
、
発
焼
之
后
又
発
冷
。
普
通
発
冷
宜
多
穿
衣
、

吃
熱
的
東
西
。
但
吃
薬
后
的
発
冷
剛
剛
要
相
反
、
衣
少
冷
食
、
以
冷
水
澆

身
。
倘
穿
衣
多
而
食
熱
物
、那
就
非
死
不
可
。
因
此
五
石
散
一
名
寒
食
散
。

只
有
一
様
不
必
冷
吃
的
、
就
是
酒
。

　
　

 　

吃
了
散
之
后
、
衣
服
要
脱
掉
、
用
冷
水
澆
身
。
吃
冷
東
西
、
飲
熱
酒
。
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二

這
様
看
起
来
、
五
石
散
吃
的
人
多
、
穿
厚
衣
的
人
就
少
。
比
方
在
広
東
提

倡
、
一
年
后
、
穿
西
装
的
人
就
没
有
了
。
因
為
皮
肉
発
焼
之
故
、
不
能
穿

窄
衣
。
為
豫
防
皮

被
衣
服
擦
傷
、
就
非
穿
寛
大
的
衣
服
不
可
。
現
在
有

許
多
人
以
為
晋
人
軽
裘
緩
帯
、
寛
衣
、
在
当
時
是
人
們
高
逸
的
表
現
、
其

実
不
知
他
們
是
吃
薬
的
縁
故
。
一
班
名
人
都
吃
薬
、
穿
的
衣
都
寛
大
、
于

是
不
吃
薬
的
也
跟
着
名
人
、
把
衣
服
寛
大
起
来
了
！

　
　
　

還
有
、
吃
薬
之
后
、
因
皮

易
于
磨
破
、
穿
鞋
也
不
方
便
、
故
不
穿
鞋

袜
而
穿
屐
。
所
以
我
們
看
晋
人
的
画
像
或
那
時
的
文
章
、見
他
衣
服
寛
大
、

不
鞋
而
屐
、
以
為
他
一
定
是
很
舒
服
、
很
飄
逸
的
了
、
其
実
他
心
里
都
是

很
苦
的
。

　

こ
の
ほ
か
、
彼
は
ま
た
好
ん
で
名
理
を
語
り
ま
し
た
。
彼
は
身か
ら
だ体

が
弱
か
っ

た
。
だ
か
ら
薬
を
飲
ま
ぬ
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
彼
が
飲
ん
だ
の

は
あ
り
き
た
り
の
薬
で
は
な
い
。「
五
石
散
」
と
い
う
名
の
薬
で
す
。

　
「
五
石
散
」は
一
種
の
毒
薬
で
、何
晏
が
ま
ず
最
初
に
飲
み
は
じ
め
た
の
で
す
。

漢
の
時
代
、
人
々
は
ま
だ
飲
も
う
と
し
な
か
っ
た
。
何
晏
は
処
方
を
い
く
ら
か

改
良
し
て
、
そ
れ
か
ら
飲
み
は
じ
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
五
石
散
の
基
本
は

石せ
き

鍾し
ょ
う

乳に
ゅ
う

、
石
硫
黄
、
白
石
英
、
紫
石
英
、
赤
石
脂
、
た
ぶ
ん
こ
の
五
つ
の
薬
で

す
。
ほ
か
に
も
少
し
別
の
薬
を
調
合
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
が
、
い
ま
そ

れ
を
細
か
に
研
究
す
る
必
要
は
な
い
。
皆
さ
ん
は
そ
れ
を
飲
み
た
く
は
な
い
で

し
ょ
う
。

　

書
物
で
読
む
か
ぎ
り
、
こ
の
薬
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。
そ
れ
を
飲
め
ば

弱
い
身
体
を
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
金
持
ち
だ
っ
た
何

晏
が
飲
み
は
じ
め
る
。
人
々
も
そ
れ
に
つ
づ
い
て
飲
ん
だ
。
当
時
、
五
石
散
が

流
し
た
害
毒
は
清
末
に
阿あ
へ
ん片

が
流
し
た
害
毒
と
同
じ
く
ら
い
で
し
た
。
薬
を
飲

ん
で
い
る
か
ど
う
か
で
羽
振
り
の
よ
さ
が
決
め
ら
れ
た
の
で
す
。
い
ま
で
は
、

隋ず
い

の
巣
元
方
が
書
い
た
『
諸
病
源
候
論
』
に
い
く
ら
か
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
同
書
に
よ
る
と
、
こ
の
薬
を
飲
む
の
は
非
常
に
面
倒
だ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
貧
乏
人
は
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
飲
ん
だ
あ
と
に
、
ち
ょ
っ
と
注

意
を
怠
る
と
中
毒
死
し
ま
す
。
ま
ず
飲
む
と
き
は
な
ん
で
も
な
い
、
つ
ぎ
に
薬

が
効
目
を
あ
ら
わ
す
こ
と
を
「
散
発
」
と
言
い
ま
す
。
も
し
も
「
散
発
」
し
な

け
れ
ば
、
害
だ
け
で
効
目
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
飲
ん
だ
あ
と
は
休
息
し

て
は
い
け
な
い
、
歩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
歩
く
か
ら
「
散
発
」
で
き
る

の
で
す
。
だ
か
ら
、
歩
く
こ
と
を
「
行
散
」
と
言
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
六り
く

朝ち
ょ
う

の
人
の
詩
に
、「
城
東
へ
い
た
り
て
行
散
す
」
と
い
う
の
が
あ
る
、
つ
ま
り
こ

れ
で
す
。
の
ち
の
詩
人
は
、
そ
の
い
わ
れ
も
知
ら
ず
に
、「
行
散
」
を
歩
く
こ

と
だ
と
勘
違
い
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
薬
を
服
用
し
て
も
い
な
い
の
に
、「
行
散
」

と
い
う
言
葉
を
詩
に
と
り
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
た
い
へ
ん
お
か
し
な
こ
と
で

す
。

　

歩
く
と
身
体
中
が
熱
く
な
る
、
熱
く
な
っ
て
か
ら
、
こ
ん
ど
は
寒
く
な
り
ま

す
。
ふ
つ
う
な
ら
、
寒
く
な
れ
ば
も
っ
と
重
ね
着
を
す
る
か
熱
い
も
の
を
食
べ

れ
ば
い
い
。
だ
が
薬
を
飲
ん
だ
あ
と
に
寒
く
な
る
と
、
ま
る
で
逆
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
薄
着
を
し
て
、冷
た
い
も
の
を
食
べ
、冷
水
を
か
ぶ
る
の
で
す
。

も
し
も
厚
着
を
し
て
、
熱
い
も
の
を
食
べ
た
ら
、
ま
ち
が
い
な
く
死
に
ま
す
。
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三

だ
か
ら
、
五
石
散
は
一
名
寒
食
散
と
も
い
う
。
た
だ
一
つ
だ
け
冷
た
い
ま
ま
飲

ま
な
く
て
い
い
の
は
、
酒
で
す
。

　

五
石
散
を
飲
ん
だ
あ
と
は
、
服
は
脱
ぎ
す
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
冷
水
を

身
体
に
か
ぶ
る
、
冷
た
い
も
の
を
食
べ
る
、
熱
い
酒
を
飲
む
。
だ
と
す
れ

ば
、
五
石
散
を
飲
む
人
が
ふ
え
れ
ば
、
厚
着
を
す
る
人
が
へ
る
。
た
と
え
ば
広

東
で
五
石
散
を
は
や
ら
せ
た
ら
、
一
年
後
に
は
、
背
広
を
着
る
人
が
い
な
く
な

る
。
肌
が
熱
く
な
っ
て
、
身
体
に
ぴ
っ
た
り
し
た
服
を
着
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
で
す
。
服
に
擦
れ
て
皮
膚
を
傷
つ
け
な
い
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
ゆ
っ

た
り
し
た
服
を
着
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
晋
の
人
が
薄
い
皮
ご
ろ
も
に
緩
い

帯
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
服
を
着
て
い
た
の
は
、
当
時
と
し
て
は
高
逸
の
あ
ら
わ

れ
だ
っ
た
と
、
い
ま
は
多
く
の
人
が
思
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
そ
れ
が
薬
を
飲

ん
だ
せ
い
だ
っ
た
の
を
知
ら
な
い
の
で
す
。
有
名
な
人
た
ち
が
み
ん
な
薬
を
飲

ん
で
、
だ
ぶ
だ
ぶ
の
服
を
着
る
。
そ
こ
で
薬
を
飲
ま
ぬ
人
た
ち
も
有
名
人
に
な

ら
っ
て
、
服
を
だ
ぶ
だ
ぶ
に
し
は
じ
め
た
の
で
し
た
！

　

ま
だ
あ
る
。
薬
を
飲
む
と
皮
膚
が
す
り
む
け
や
す
く
、
靴
も
は
き
に
く
く
な

る
。
そ
れ
で
靴
と
靴
下
を
や
め
て
、
木ぼ
く

屐げ
き

を
は
い
た
。
で
す
か
ら
晋
代
の
人
の

画
像
や
当
時
の
文
章
を
見
て
、
そ
の
人
の
衣
服
が
だ
ぶ
だ
ぶ
だ
っ
た
り
、
靴
の

か
わ
り
に
木
屐
を
は
い
た
り
す
る
と
、我
々
は
そ
の
人
が
た
い
へ
ん
心
地
よ
く
、

飄ひ
ょ
う

逸い
つ

だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
人
は
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
た
わ
け
で
す（
２
）。

　
「
五
石
散
」
と
い
う
薬
は
、
こ
の
よ
う
に
た
い
へ
ん
厄
介
な
も
の
で
あ
り
、

ま
た
高
価
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
「
五
石
散
」
を
東
晋

の
王
羲
之
も
服
用
し
て
い
た
。
以
下
小
論
で
は
、
王
羲
之
と
五
石
散
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
羲
之
の
書
簡
を
通
し
て
見
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
二

　

羲
之
が
「
五
石
散
」
を
服
用
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
次
の
資
料（
３
）に

よ
っ

て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　

 

服
足
下
五
色
石
膏
散
、身
軽
、行
動
如
飛
也
。
足
下
更
与
下
七
、致
之
不
。

治
多
少
、
尋
面
言
之
。
委
曲
之
事
、
実
亦
□
人
。
尋
過
江
言
散
。

 

（「
百
三
」
巻
二
）

　

 

足
下
の
五
色
石
膏
散
を
服
す
る
に
、
身
は
軽
く
し
て
、
行
動
は
飛
ぶ
が
如
き

な
り
。
足
下
は
更
に
七
を
与あ

下た

へ
て
、
之
を
致
す
や
不い
な

や
。
治
の
多
少
は
、

尋つ

い
で
面
し
て
之
を
言
は
ん
。
委
曲
の
事
、
実ま
こ
と

に
亦
た
人
を
□
。
尋
い
で
江

を
過
ぐ
れ
ば
言
散
せ
ん
。

「
あ
な
た
か
ら
い
た
だ
い
た
五
色
石
膏
散
を
服
用
し
た
と
こ
ろ
、
体
は
軽
く
な

り
、
行
動
は
ま
る
で
空
を
飛
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
あ
な
た
は
さ
ら
に
七

服
分
を
分
け
て
下
さ
り
、
お
送
り
い
た
だ
け
ま
す
か
。
治
癒
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
ま
た
お
目
に
か
か
っ
て
お
話
し
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
い
事
は
、
ま
た

人
を（
や
り
ま
す
）。
そ
の
う
ち
に（
彼
が
）江
を
渡
れ
ば
気
晴
ら
し
を
し
ま
し
ょ

う
。」
と
い
う
内
容
の
手
紙
で
あ
る
。
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四

　

実
は
、
羲
之
の
書
簡
は
数
多
く
の
も
の
が
今
日
ま
で
残
さ
れ
て
い
る（
４
）。
書
聖

と
呼
ば
れ
る
羲
之
は
、
生
前
か
ら
そ
の
書
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。『
晋
書
』

王
羲
之
伝
に
は
、
次
の
よ
う
な
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

嘗
詣
門
生
家
、
見
棐
几
滑
浄
、
因
書
之
、
真
草
相
半
。
後
為
其
父
誤
刮
去

之
、
門
生
驚
懊
者
累
日
。

　

 

嘗
て
門
生
の
家
に
詣い
た

り
、
棐か
や

の
几つ
く
え

の
滑
浄
な
る
を
見
、
因
り
て
之
に
書
し
、

真
草 

相あ
ひ

半
ば
す
。
後
、
其
の
父
の
為
に
誤
り
て
之
を
刮け
ず

り
去
ら
れ
、
門
生

の
驚
懊
す
る
者こ
と 

累
日
な
り
。

「
か
つ
て
門
人
の
家
に
行
き
、
棐か
や

の
木
の
机
の
な
め
ら
か
な
の
を
見
て
、
そ
れ

に
字
を
書
い
た
が
、真
書
と
草
書
と
が
相
半
ば
し
て
い
た
。後
に
そ
の
父
が
誤
っ

て
削
り
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
門
人
は
何
日
も
ふ
さ
ぎ
こ
ん
で
い
た
。」
せ
っ
か

く
の
羲
之
の
書
で
あ
っ
た
の
に
、門
人
の
落
胆
振
り
が
想
像
で
き
る
話
で
あ
る
。

　
　

 

又
嘗
在
蕺
山
、
見
一
老
姥
、
持
六
角
竹
扇
売
之
。
羲
之
書
其
扇
、
各
為
五

字
。
姥
初
有
慍
色
。
因
謂
姥
曰
、「
但
言
、是
王
右
軍
書
。
以
求
百
銭
邪
」。

姥
如
其
言
、
人
競
買
之
。
他
日
、
姥
又
持
扇
来
。
羲
之
笑
而
不
答
。
其
書

為
世
所
重
、
皆
此
類
也
。

　

 

又
た
嘗
て
蕺し
ふ

山ざ
ん

に
在
り
て
、
一
老ろ
う

姥ば

の
、
六
角
の
竹
扇
を
持
ち
て
之
を
売
る

を
見
る
。
羲
之
は
其
の
扇
に
書
し
て
、
各
お
の
五
字
を
為
す
。
姥
は
初
め
慍い
か

る
色
有
り
。因
り
て
姥
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
但た

だ
言
へ
、是
れ
王
右
軍
の
書
と
。

以
て
百
銭
を
求
め
ん
か
」
と
。
姥 

其
の
言
の
如
く
す
る
に
、
人
競き
そ

ひ
て
之

を
買
ふ
。
他
日
、姥
は
又
た
扇
を
持
ち
て
来
た
る
。
羲
之 

笑
ひ
て
答
へ
ず
。

其
の
書
の
、
世
に
重
ん
ず
る
所
と
為
る
こ
と
、
皆
な
此
の
類
な
り
。

「
ま
た
あ
る
時
、
蕺
山
で
一
人
の
老
婆
が
、
六
角
の
竹
扇
を
売
っ
て
い
た
。
羲

之
は
そ
の
扇
に
五
文
字
ず
つ
書
い
て
や
っ
た
。老
婆
は
初
め
機
嫌
が
悪
か
っ
た
。

そ
こ
で
羲
之
は
、『
た
だ
、
こ
れ
は
王
右
軍
の
書
だ
、
と
言
え
ば
、
百
銭
で
売

れ
よ
う
』
と
言
っ
た
。
老
婆
が
そ
の
通
り
に
す
る
と
、
人
々
は
競
っ
て
買
い
求

め
た
。
何
日
か
し
て
、
老
婆
が
ま
た
扇
を
持
っ
て
来
た
が
、
羲
之
は
笑
っ
て
答

え
な
か
っ
た
。
そ
の
書
が
世
に
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
み
な
こ
の
よ
う

で
あ
っ
た
。」

　

更
に
『
晋
書
』
本
伝
に
は
、
こ
れ
は
羲
之
が
鵞
鳥
を
愛
好
し
て
い
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
見
え
る
。

　
　

 

又
山
陰
有
一
道
士
、
養
好
鵞
。
羲
之
往
観
焉
、
意
甚
悦
、
固
求
市
之
。
道

士
云
、「
為
写
道
徳
経
、
当
挙
群
相
贈
耳
」。
羲
之
欣
然
写
畢
、
籠
鵞
而
帰
、

甚
以
為
楽
。

　

 

又
た
山
陰
に
一
道
士
有
り
、
好よ

き
鵞
を
養
ふ
。
羲
之 

往ゆ

き
て
焉こ
れ

を
観
、
意 

甚
だ
悦
び
、
固
く
之
を
市う

ら
ん
こ
と
を
求
む
。
道
士
云い

ふ
、「
為た
め

に
道
徳
経

を
写
さ
ば
、
当ま
さ

に
群
を
挙
げ
て
相
贈
る
べ
き
の
み
」
と
。
羲
之
は
欣
然
と
し

て
写
し
畢を
は

り
、
鵞
を
籠
に
し
て
帰
り
て
、
甚
だ
以
て
楽
し
み
と
為
す
。
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五

「
ま
た
、
山
陰
に
或
る
道
士
が
住
ん
で
い
て
、
好
い
鵞
鳥
を
飼
っ
て
い
た
。
羲

之
は
出
か
け
て
行
っ
て
そ
れ
を
見
、
た
い
そ
う
気
に
入
り
、
ど
う
し
て
も
売
っ

て
欲
し
い
と
た
の
ん
だ
。
す
る
と
道
士
は
、『
老
子
の
〈
道
徳
経
〉
を
写
し
て

く
だ
さ
る
な
ら
、
こ
の
鵞
鳥
を
全
て
差
し
上
げ
ま
す
』
と
言
っ
た
。
羲
之
は
大

喜
び
で
そ
れ
を
写
し
お
え
、
鵞
鳥
を
籠
に
入
れ
て
帰
っ
て
、
大
変
そ
れ
を
楽
し

ん
だ
。」
こ
こ
で
道
士
が
、「『
道
徳
経
』
を
写
し
て
く
れ
た
ら
、
鵞
鳥
を
差
し

上
げ
よ
う
」
と
言
っ
た
と
い
う
の
は
、
や
は
り
羲
之
の
書
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に

高
い
評
価
を
得
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
羲
之
の
書
簡
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
内
容
の
も
の

が
あ
る
。

　
　

 

上
方
寛
博
多
通
、
資
生
有
十
倍
之
。
覚
是
所
委
息
。
乃
有
南
眷
情
。
足
下

謂
何
以
。
密
示
。
一
勿
宣
此
意
。
為
与
卿
共
思
之
。
省
已
、
以
付
火
。

 
（「
右
軍
」
三
一
三
）

　

 

上
方
は
寛
博
に
し
て
通
ず
る
こ
と
多
く
、
資
生 

之こ
れ

に
十
倍
す
る
有
り
。
是こ

れ
委
息
す
る
所
な
る
を
覚
ゆ
。
乃
ち
南
眷
の
情
有
り
。
足
下
、
何
を
以
て
せ

ん
と
謂お
も

ふ
や
。
密ひ
そ

か
に
示
す
。
一い
つ

に
此
の
意
を
宣の

ぶ
る
こ
と
勿な

か
れ
。
卿
と

共
に
之
を
思
は
ん
と
す
る
が
為
な
り
。
省み

已を

は
れ
ば
、
以
て
火
に
付
せ
よ
。

「
あ
ち
ら
は
土
地
が
広
く
、
物
資
の
流
通
も
頻
繁
で
、
利
益
は
こ
こ
の
十
倍
も

あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
落
ち
着
き
場
所
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
南

の
方
へ
移
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

こ
っ
そ
り
お
話
し
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、決
し
て
口
外
な
さ
ら
な
い
よ
う
に
。

あ
な
た
と
二
人
だ
け
で
相
談
し
た
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
ご
覧
に
な
っ
た
ら
、

燃
や
し
て
下
さ
い
。」
手
紙
の
終
わ
り
に
「
省
已
は
れ
ば
、
以
て
火
に
付
せ
よ
」

と
あ
る
よ
う
に
、こ
の
手
紙
の
内
容
は
他
人
に
知
ら
れ
て
は
困
る
も
の
で
あ
る
。

当
時
の
名
門
王
家
の
家
長
と
し
て
、
羲
之
は
人
知
れ
ず
王
家
の
運
営
に
心
を
砕

い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
家
長
と
し
て
の
羲
之
の
一
面
を
知
る
こ
と
の
で
き
る

資
料
と
し
て
も
興
味
深
い
。

　

た
だ
、
こ
の
手
紙
が
今
日
ま
で
残
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
手
紙
を
受

け
取
っ
た
人
が
「
火
に
付
す
」
る
こ
と
な
く
、
取
っ
て
お
い
た
か
ら
に
他
な
ら

な
い
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
羲
之
の
書
は
当
時
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い

た
。
そ
の
羲
之
か
ら
の
せ
っ
か
く
の
書
簡
を
、
そ
う
簡
単
に
棄
て
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
日
我
々
が
、
著
名
な
人
か
ら

の
賀
状
や
時
候
の
挨
拶
の
葉
書
な
ど
を
大
切
に
と
っ
て
お
く
こ
と
と
同
じ
で
あ

る
。
し
か
し
、
羲
之
の
書
の
評
価
が
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
逆
に
多
く
の

羲
之
の
書
簡
が
今
日
ま
で
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
三

　

さ
て
、
前
段
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
の
羲
之
は
王
家
の
家
長
と
し
て
、

ま
た
一
人
の
政
治
家
と
し
て
、
日
々
の
生
活
の
中
で
は
、
相
当
な
圧
力
が
あ
っ

た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
窺
わ
せ
る
書
簡
の
中
か
ら
、
会
稽
内
史
の
時

期
の
も
の
に
つ
て
い
見
て
み
よ
う
。
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六

　
　

 

行
当
是
防
民
流
逸
。
不
以
為
利
耶
。
此
於
郡
、
為
由
上
守
、
郡
更
尋
詳
。

若
不
由
上
命
、
而
断
中
求
絶
者
、
此
為
以
利
。
卿
絶
之
是
也
。
縦
民
所
之
、

恐
有
如
向
者
流
散
之
患
。
可
無
善
。
詳
其
問
。（「
右
軍
」
三
七
五
）

　

 

行ゆ
く

ゆ
く
当
に
是こ

れ
民
の
流
逸
を
防
ぐ
べ
し
。
以
て
利
と
為
さ
ざ
る
か
。
此
れ

郡
に
於
い
て
、
為
す
に
上
守
に
由よ

ら
ば
、
郡
は
更
め
て
詳
を
尋
ね
ん
。
若も

し

上
命
に
由
ら
ず
し
て
、
中
を
断
ち
て
絶
つ
を
求
む
れ
ば
、
此
れ
以
て
利
と
為

ら
ん
。
卿
の
之
を
絶
つ
は
是ぜ

な
り
。
民
の
之ゆ

く
所
を
縦
ほ
し
い
ま
まに
せ
ば
、
恐
ら
く
は

向さ

者き

の
如
き
流
散
の
患わ
づ
ら

ひ
有
ら
ん
。
善
き
こ
と
無
か
る
可
し
。
其
の
問
を
詳つ
ま
び
ら

か
に
せ
よ
。

「
そ
の
う
ち
に
民
の
流
亡
を
食
い
止
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。（
そ
の

前
に
）
あ
な
た
の
た
め
に
な
る
よ
う
に
さ
れ
な
い
の
で
す
か
。
こ
の
事
が
郡
に

お
い
て
、
上
官
の
手
に
渡
れ
ば
、
郡
の
方
か
ら
更
め
て
詳
し
い
様
子
を
尋
ね
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
も
し
、
上
官
の
命
令
に
よ
ら
ず
に
（
民
の
流
亡
の
）

流
れ
を
断
っ
て
食
い
止
め
た
な
ら
、そ
れ
は
あ
な
た
の
た
め
に
な
る
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
が
そ
れ
を
食
い
止
め
る
の
が
い
い
の
で
す
。
民
の
流
亡
を
放
っ
て
お
け

ば
、
恐
ら
く
は
以
前
の
よ
う
な
流
散
の
被
害
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
よ
い
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
ち
ら
の
様
子
を
詳
し
く
お
知
ら
せ
下
さ
い
。」
此
の
手
紙

は
羲
之
が
会
稽
郡
の
内
史
で
あ
っ
た
時
、
郡
内
の
県
の
長
官
に
与
え
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
郡
か
ら
の
指
示
が
下
る
前
に
県
で
処
置
す
る
よ
う
に
、
と
い
う
内

示
の
よ
う
で
あ
る
。

　

次
の
書
簡
は
、
会
稽
郡
一
帯
が
飢
饉
に
な
っ
た
時
の
も
の
で
あ
る
。

　
　

 

此
郡
之
弊
、
不
謂
頓
至
於
此
。
諸
逋
滞
、
非
復
一
条
。
独
坐
、
不
知
何
以

為
治
。
自
非
常
才
所
済
。（「
淳
化
」
八
・「
二
王
」
上
三
）

　

 

此
の
郡
の
弊
、
謂お
も

は
ざ
り
き
、
頓に
は

か
に
此
に
至
ら
ん
と
は
。
諸
も
ろ
の
逋
滞

は
、
復ま

た
一
条
の
み
に
非
ず
。
独
り
坐
し
て
、
何
を
以
て
治
を
為
す
か
を
知

ら
ず
。
自お
の
づ
か

ら
常
才
の
済す
く

ふ
所
に
非
ず
。

「
こ
の
郡
の
疲
弊
が
、急
に
こ
の
よ
う
な
（
ひ
ど
い
）
状
態
に
な
ろ
う
と
は
、思
っ

て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
諸
々
の
税
の
未
納
や
滞
納
は
、
少
々
の
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
人
じ
っ
と
座
っ
た
ま
ま
、
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
治
め
た
ら
よ

い
も
の
や
ら
途
方
に
暮
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
私
ご
と
き
並
み
の
才
能
の
者

に
救
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
郡
を
治
め
る
者
と
し
て
の
思
い

が
見
て
取
れ
る
書
簡
で
あ
る
。
恐
ら
く
同
じ
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
の
よ

う
な
内
容
の
も
の
も
あ
る
。

　
　

 

知
郡
荒
。
吾
前
東
、
周
旋
五
千
里
、
所
在
皆
爾
。
可
歎
。
江
東
自
有
大
頓

勢
。
不
知
何
方
以
救
其
弊
。
民
事
自
欲
歎
。
復
為
意
卿
、
示
聊
及
。

 

（「
右
軍
」
一
五
四
）

　

 

郡
の
荒
を
知
る
。
吾
は
前さ
き

に
東
し
、
周
旋
す
る
こ
と
五
千
里
、
所
在 

皆
な

爾し
か

り
。
歎
く
可
し
。
江
東
も
自
ら
大
頓
の
勢
ひ
有
り
。
何
ぞ
方ま
さ

に
以
て
其
の

弊
を
救
ふ
か
を
知
ら
ず
。
民
事
は
自
ら
歎
か
ん
と
す
。
復ま

た
卿
を
意お
も

ふ
が
為

に
、
示
し
て
聊い
さ
さ

か
及
ぶ
。



王羲之と五石散（佐藤） 6広島大学大学院文学研究科論集　第65巻7

七

「
郡
の
荒
廃
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
私
は
先
日
、
東
の
方
を
五
千
里

に
わ
た
っ
て
見
て
回
り
ま
し
た
が
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
す
べ
て
同
じ
状
態
で
し

た
。
嘆
か
わ
し
い
こ
と
で
す
。
江
東
も
ひ
ど
く
な
り
そ
う
な
気
配
で
す
。
一
体

ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
疲
弊
を
救
え
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
政
治
の
状
態
は

困
っ
た
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。ま
た
あ
な
た
の
こ
と
が
思
わ
れ
て
、筆
を
と
っ

た
次
第
で
す
。」

　

ま
た
、
雨
乞
い
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
書
簡
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

 　

足
下
似
董
仲
舒
開
閉
陰
陽
法
。
可
勅
令
料
付
。
不
雨
憂
之
。
深
珍
重
。

 

（「
右
軍
」
四
三
四
）

　

 

足
下
は
董
仲
舒
の
開
閉
陰
陽
の
法
有
る
に
似
た
り
。
勅
し
て
料
付
せ
し
む
可

し
。
雨
ふ
ら
ざ
れ
ば
之
を
憂
ふ
。
深
く
珍
重
せ
よ
。

「
あ
な
た
に
は
董と
う

仲ち
ゅ
う

舒じ
ょ

の
開
閉
陰
陽
の
法
を
修
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

部
下
に
命
じ
て
手
配
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
雨
が
降
ら
な
い
の
で
心
配
し
て
お
り
ま

す
。
ご
自
愛
下
さ
い
。」『
史
記
』
巻
一
二
一
「
董
仲
舒
伝
」
に
、「
春
秋
災
異

の
変
を
以
て
、
陰
陽
の
錯
行
す
る
所
以
を
推は
か

る
。
故
に
雨
を
求
む
る
に
は
、
諸

陽
を
閉
ざ
し
、
諸
陰
を
縦
ほ
し
い
ま
まに
す
。
其
の
雨
を
止
む
る
に
は
、
是
れ
に
反
す
」
と

あ
り
、
ま
た
そ
の
著
『
春
秋
繁
露
』
巻
一
六
に
は
「
求
雨
」「
止
雨
」
の
法
に

つ
い
て
の
記
述
が
見
え
る
よ
う
に
、
董
仲
舒
は
雨
を
操
る
こ
と
の
法
を
知
る
人

で
あ
っ
た
。
そ
の
法
を
修
め
て
い
る
手
紙
の
相
手
に
対
し
て
、
雨
を
降
ら
す
た

め
の
ま
じ
な
い
の
準
備
を
部
下
に
さ
せ
ま
す
か
ら
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
そ
の
一
部
を
挙
げ
た
だ
け
で
あ
る
が
、
羲
之
に
は
会
稽
内
史
と
し
て

の
責
任
と
日
々
郡
政
に
当
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
様
々
な
圧
力
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
日
常
の

生
活
の
な
か
で
、
羲
之
自
身
の
体
調
も
決
し
て
良
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
病

気
に
関
わ
る
数
多
く
の
書
簡
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
　

 

五
月
十
四
日
、羲
之
白
。
近
反
至
也
。
得
七
日
書
、知
足
下
故
爾
。
耿
耿
。

善
将
息
。
吾
腫
得
此
霖
雨
転
劇
。
憂
深
。
力
不
一
一
。
羲
之
。

 

（「
右
軍
」
九
五
）

　

 

五
月
十
四
日
、
羲
之
白ま
う

す
。
近
ご
ろ
反か

至へ

る
な
り
。
七
日
の
書
を
得
て
、
足

下
の
故も
と

よ
り
爾し
か

る
を
知
る
。
耿か
う

耿か
う

た
り
。
善
く
将
息
せ
よ
。
吾
が
腫
は
此
の

霖
雨
を
得
て
転う
た

た
劇は
げ

し
。
憂
ふ
る
こ
と
深
し
。
力
不
一
一
。
羲
之
。

「
五
月
十
四
日
、
羲
之
白も
う

す
。
最
近
、
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
七
日
付
の
お
手
紙

を
頂
き
、
あ
な
た
が
や
は
り
患
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
、
心
配
し
て
お
り

ま
す
。
ど
う
か
お
大
事
に
。
私
の
腫む
く
み

は
、
こ
の
長
雨
の
せ
い
で
次
第
に
ひ
ど
く

な
り
ま
し
た
。
と
て
も
憂
慮
し
て
お
り
ま
す
。
早
々
。
羲
之
。」
こ
こ
の
「
腫
」

に
つ
い
て
は
、
今
は
体
が
む
く
む
こ
と
に
解
し
た
が
、
或
い
は
、
は
れ
も
の
が

で
き
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

 
吾
頃
胸
中
悪
、
不
欲
食
。
積
日
勿
勿
。
五
六
日
来
、
小
差
、
尚
甚
虚
劣
。

且
風
大
動
、挙
体
急
痛
、何
耶
。
頼
力
及
足
下
家
信（
５
）
、不
能
悉
。
王
羲
之
。
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八

 

（「
右
軍
」
三
三
七
）

　
 

吾
は
頃こ
の
ご

ろ
胸
中
悪あ

し
く
、
食
を
欲
せ
ず
。
積
日 

勿こ
つ

勿こ
つ

た
り
。
五
六
日
来
、

小す
こ

し
く
差い

ゆ
る
も
、
尚
ほ
甚
だ
虚
劣
た
り
。
且
つ
風
の
大
い
に
動
き
、
挙

体 
急
に
痛
む
は
、
何
ぞ
や
。
頼つ

力と

め
て
足
下
の
家
信
に
及
ぶ
も
、
悉つ

く
す

能
は
ず
。
王
羲
之
。

「
私
は
こ
の
ご
ろ
胸
の
あ
た
り
が
苦
し
く
、
食
欲
が
あ
り
ま
せ
ん
。
何
日
も
調

子
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
五
・
六
日
前
か
ら
、
少
し
は
よ
く
な
り
ま
し

た
が
、
や
は
り
す
ぐ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
風
邪
が
ひ
ど
く
な
り
、
体
じ
ゅ
う

が
急
に
痛
む
の
で
す
が
、
ど
う
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ん
と
か
お
宅
の
使
者

に
手
紙
を
こ
と
づ
け
さ
せ
ま
し
た
が
、十
分
に
は
意
を
尽
く
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

王
羲
之
。」
こ
こ
の
「
風
」
を
今
は
風
邪
の
意
に
解
し
た
が
、
あ
る
い
は
中
風

な
ど
他
の
病
気
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
四

　

そ
う
し
た
生
活
の
中
で
、
羲
之
は
服
食
養
生
に
つ
と
め
る
こ
と
に
な
る
。
服

食
養
生
に
関
わ
る
書
簡
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。

　
　

 

得
九
日
問
。
亦
云
、
鄙
平
平
。
想
得
涼
、
転
勝
。
以
疾
乃
服
法
、
必
解
此

意
。（「
右
軍
」
二
七
○
）

　

 

九
日
の
問
を
得
た
り
。
亦ま

た
云
ふ
、鄙
は
平
平
た
り
と
。
想
ふ
に
涼
を
得
ば
、

転う
た

た
勝
ら
ん
。
疾や
ま
ひ

に
は
乃
ち
服
法
あ
る
を
以
て
、
必
ず
此
の
意
を
解
せ
よ
。

「
九
日
の
お
便
り
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
鄙
は
相
変
わ
ら
ず
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
涼
し
く
な
れ
ば
、
次
第
に
よ
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
病
気
に
は
服
法
と

い
う
も
の
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
意
味
を
よ
く
理
解
す
る
よ
う
に
。」
こ

こ
の
「
鄙
」
と
は
、
家
族
を
呼
ぶ
言
い
方
か
、
あ
る
い
は
誰
か
の
名
前
と
想
わ

れ
る
。
こ
こ
で
羲
之
は
、「
服
法
」
す
な
わ
ち
薬
の
飲
み
方
に
つ
い
て
注
意
を

与
え
て
い
る
。

　
　

 

旦
極
寒
。
得
示
、
承
夫
人
復
小
欬
、
不
善
得
眠
、
助
反
側
。
想
小
爾
復
進

何
薬
。
念
足
下
猶
悚
息
。
卿
可
否
。
吾
昨
暮
復
大
吐
。
小
噉
物
、
便
爾
。

旦
来
可
耳
。
知
足
下
念
。
王
羲
之
頓
首
。（「
右
軍
」
一
七
五
）

　

 

旦あ
さ

は
極
め
て
寒
し
。
示
を
得
て
、
夫
人
の
復ま

た
小
し
く
欬が
い

し
、
眠
り
を
得
る

に
善よ

か
ら
ず
し
て
、
反
側
す
る
を
助ま

す
こ
と
を
承
る
。
小い
さ
さ爾

か
復
た
何
の
薬

を
進
め
ん
か
を
想
ふ
。
念お
も

ふ
に
足
下
は
猶
ほ
悚し
ょ
う

息そ
く

せ
ん
。
卿
は
可
な
り
や
否い
な

や
。
吾
は
昨
暮
、
復
た
大
い
に
吐
く
。
小
し
く
物
を
噉く

ひ
た
れ
ば
、
便す
な
は

ち
爾し
か

り
。
旦
来 

可
な
る
の
み
。
足
下
の
念
ふ
を
知
る
。
王
羲
之 

頓
首
。

「
明
け
方
は
殊
に
冷
え
込
み
ま
す
。
お
便
り
を
い
た
だ
い
て
、
奥
様
が
ま
た
咳

き
こ
ま
れ
、
寝
付
か
れ
ず
に
、
寝
返
り
ば
か
り
を
う
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
何
か
お
薬
を
差
し
上
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
も
さ
ぞ
か
し

ご
心
配
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
は
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
は
昨
晩

ひ
ど
く
吐
き
ま
し
た
。
少
し
物
を
食
べ
る
と
、
す
ぐ
に
そ
う
な
る
の
で
す
。
今

朝
が
た
か
ら
、
よ
く
な
り
ま
し
た
。
お
心
遣
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
王
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羲
之 

頓
首
。」
こ
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
羲
之
は
相
手
の
病
状
に
よ
っ
て
、
薬
の

処
方
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

相
手
の
病
状
を
聞
く
内
容
の
も
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
書
簡
も
あ
る
。

　
　

 

山
下
多
日
、
不
得
復
意
問
。
一
昨
晩
還
、
未
得
遣
書
。
得
告
、
知
中
冷
不

解
、
更
壮
湿
、
甚
耿
耿
。
服
何
薬
耶
。
僕
比
日
差
勝
。
尋
知
問
。
王
羲
之

頓
首
。（「
右
軍
」
五
四
）

　

 

山
下
に
日
を
多
く
し
、
復ま

た
問
を
意お
も

ふ
を
得
ず
。
一
昨 

晩お
そ

く
還か
へ

り
、
未
だ

書
を
遣や

る
を
得
ず
。
告
を
得
て
、
中
冷
の
解
せ
ず
、
更
に
壮
湿
な
る
を
知
り
、

甚
だ
耿か
う

耿か
う

た
り
。
何
の
薬
を
服
す
る
や
。
僕
は
比こ
の

日こ
ろ 

差や

や
勝
る
。
尋
い
で

知
問
せ
よ
。
王
羲
之 

頓
首
。

「
山
の
ふ
も
と
に
何
日
も
お
り
、
お
手
紙
を
差
し
上
げ
る
こ
と
を
忘
れ
て
お
り

ま
し
た
。
一
昨
日
、
遅
く
帰
っ
て
来
ま
し
た
の
で
、
ま
だ
手
紙
を
出
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
お
便
り
を
い
た
だ
き
、
中
冷
が
よ
く
な
ら
な
い
う
ち
に
、
さ
ら
に
壮

湿
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
と
て
も
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
何
の
薬
を
服
用
し
て

お
ら
れ
ま
す
か
。
私
は
こ
の
頃
、
だ
い
ぶ
よ
く
な
り
ま
し
た
。
お
り
か
え
し
様

子
を
知
ら
せ
て
下
さ
い
。
王
羲
之 

頓
首
。」
こ
こ
に
見
え
る
「
中
冷
」「
壮
湿
」

は
、
い
ず
れ
も
病
気
の
名
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
羲
之
は
、
相
手
の
病
状
を
聞
い

て
は
、
そ
れ
に
適
切
と
思
わ
れ
る
薬
を
処
方
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

具
体
的
な
薬
の
服
法
な
ど
に
つ
い
て
の
も
の
と
し
て
は
、

　
　

噉
豆
、
鼠
傷
如
佳
。
今
送
。
能
噉
不
。（「
淳
化
」
三
・「
二
王
」
上
五
五
）

　

豆
を
噉く
ら

へ
ば
、
鼠
傷
に
佳
な
る
が
如
し
。
今
、
送
る
。
能よ

く
噉く
ら

ふ
や
不い
な

や
。

「
豆
を
食
べ
れ
ば
、
鼠
傷
に
効
く
よ
う
で
す
。
今
、
お
送
り
し
ま
す
。
食
べ
ら

れ
ま
す
か
。」

　
　

 

鷹
嘴
爪
、
灰
入
麝
香
煎
、
酥
酒
一
盞
服
之
、
治
痔
瘻
有
験
。
十
七
日
、
羲

之
頓
首
。（「
二
王
」
中
三
七
）

　

 

鷹
の
嘴
爪
、
灰
に
し
て
麝
香
に
入
れ
て
煎
じ
、
酥そ

酒し
ゅ

一
盞さ
ん

に
て
之
を
服
す
れ

ば
、
痔
瘻
を
治
す
に
験し
る
し

有
り
。
十
七
日
、
羲
之 

頓
首
。

「
鷹
の
嘴
と
爪
は
、
灰
に
し
て
麝
香
に
入
れ
て
煎
じ
、
さ
か
ず
き
一
杯
の
酥そ

酒し
ゅ

で
服
用
す
れ
ば
、
痔
瘻
に
よ
く
効
き
ま
す
。
十
七
日
、
羲
之 

頓
首
。」
な
ど
が

有
る
。
そ
の
他
、羲
之
の
書
簡
に
見
え
る
薬
の
名
は
実
に
様
々
な
も
の
が
あ
り
、

「
天
鼠
膏
」（「
右
軍
」
十
一
）「
陟
釐
」（「
右
軍
」
一
六
○
）「
桃
膠
」（「
右
軍
」

三
一
九
）「
狼
毒
」（「
淳
化
」
五
）「
石
脾
」「
独
活
」（「
二
王
」
中
三
四
）
な
ど
、

枚
挙
に
遑
が
な
い
。

　
　
　
五

　

さ
て
、『
世
説
新
語
』
言
語
篇
に
、

　
　

何
平
叔
云
、
服
五
石
散
、
非
唯
治
病
、
亦
覚
神
明
開
朗
。
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何
平
叔
云
ふ
、
五
石
散
を
服
す
れ
ば
、
唯た
だ

に
病
を
治
す
る
の
み
に
非
ず
、
亦

た
神
明
開
朗
な
る
を
覚
ゆ
、
と
。

「
何
平
叔
が
言
う
に
は
、『
五
石
散
を
服
用
す
る
と
、
た
だ
病
気
が
治
る
だ
け
で

は
な
く
、
心
が
伸
び
伸
び
と
朗
ら
か
に
な
る
』
と
。」
と
あ
り
、
ま
た
そ
の
注

に
引
く
秦
丞
相
（
承
祖
）「
寒
食
散
論
」
に
、

　
　

 

寒
食
散
之
方
、
雖
出
漢
代
、
而
用
之
者
寡
、
靡
有
伝
焉
。
魏
尚
書
何
晏
首

獲
神
効
、
由
是
大
行
於
世
、
服
者
相
尋
也
。

　

 

寒
食
散
の
方
、
漢
代
に
出
づ
る
と
雖
も
、
之
を
用
ふ
る
者
寡す
く
な

く
、
伝
ふ
る
こ

と
有
る
靡な

し
。
魏
の
尚
書
何
晏
は
首は
じ

め
て
神
効
を
獲え

、
是
れ
に
由よ

り
て
大
い

に
世
に
行
は
れ
、
服
す
る
者 

相
ひ
尋
ぐ
な
り
。

「
寒
食
散
の
処
方
は
、
漢
代
に
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
を
服
用
す
る
者
は
少
な
く
、

処
方
を
伝
え
る
者
も
無
か
っ
た
。
魏
の
尚
書
で
あ
っ
た
何
晏
が
は
じ
め
て
そ
の

す
ぐ
れ
た
効
き
目
を
得
て
、
そ
れ
か
ら
世
に
流
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
服
用
す

る
者
も
相
次
い
だ
。」
と
い
う
よ
う
に
、
魏
の
何
晏
よ
り
、
魏
晋
の
貴
族
の
間

で
流
行
し
た
「
五
石
散
」
は
、
服
食
養
生
の
中
心
で
あ
っ
た
。
先
に
挙
げ
た
羲

之
の
書
簡
に
も
「
服
足
下
五
色
石
膏
散
、
身
軽
、
行
動
如
飛
也
」（
足
下
の
五

色
石
膏
散
を
服
す
る
に
、
身
は
軽
く
、
行
動
は
飛
ぶ
が
如
き
な
り
）
と
あ
る
よ

う
に
、
王
羲
之
も
此
の
「
五
石
散
」
の
愛
好
者
で
あ
っ
た
。

　
「
五
石
散
」
と
は
、
石
鍾
乳
・
石
硫
黄
・
白
石
英
・
紫
石
英
・
赤
石
脂
の
五

種
の
薬
石
を
調
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
は
じ
め
に
挙
げ
た
魯
迅
の
文
章

に
言
う
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
薬
石
の
一
種
で
あ
ろ
う
か
、「
紫
石
散
」

と
い
う
の
も
、
王
羲
之
の
書
簡
に
は
見
え
て
い
る
。

　
　

 

二
十
九
日
、
羲
之
報
。
月
終
、
哀
摧
傷
切
。
奈
何
奈
何
。
得
昨
示
、
知
弟

下
不
断
。
昨
紫
石
散

・
・
・
、
未
佳
。
卿
先
羸
甚
。
好
消
息
。
吾
比
日
極
不
快
。

不
得
眠
、
食
殊
頓
勿
。
令
合
陽
、
冀
当
佳
。
力
不
一
一
。
王
羲
之
報
。

 

（「
右
軍
」
一
九
六
）

　

 

二
十
九
日
、羲
之 

報
ず
。
月
は
終を
は

ら
ん
と
し
、哀
摧
に
し
て
傷い
た

み
は
切
な
り
。

奈い
か
ん何
せ
ん 

奈い
か
ん何
せ
ん
。
昨
の
示
を
得
て
、
弟て
い

の
下げ

の
断
え
ざ
る
を
知
る
。

昨
の
紫
石
散
、
未
だ
佳
な
ら
ず
。
卿
は
先
ご
ろ
羸つ
か

る
る
こ
と
甚
だ
し
。
好よ

く

消
息
せ
よ
。
吾
は
比こ
の

日こ
ろ

、
極
め
て
快
な
ら
ず
。
眠
る
を
得
ず
、
食
は
殊
に
頓

勿
な
り
。
陽
を
合
せ
し
め
、
当
に
佳
な
る
べ
き
こ
と
を
冀ね
が

ふ
。
力
不
一
一
。

王
羲
之 

報
ず
。

「
二
十
九
日
、
羲
之 

報
ず
。
月
も
終
わ
ろ
う
と
し
、
感
慨
深
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ど
う
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。
昨
日
の
お
便
り
で
、
あ
な
た
の
下
痢
が
治

ら
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
先
日
の
紫
石
散
も
、
ま
だ
効
か
な
い
よ
う
で
す

ね
。あ
な
た
は
先
頃
ひ
ど
く
疲
れ
て
お
ら
れ
た
か
ら
で
す
。ど
う
か
お
大
事
に
。

私
は
近
頃
と
て
も
具
合
を
悪
く
し
て
お
り
、
よ
く
眠
れ
ま
せ
ん
し
、
食
も
ま
っ

た
く
進
み
ま
せ
ん
。
陽
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
、
元
気
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
早
々
。
王
羲
之 

報
ず
。」
こ
こ
の
「
消
息
」
と
は
、
今
は
休
息
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十
一

し
養
生
す
る
こ
と
と
解
し
た
が
、
或
い
は
様
子
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
、
の
意
か

も
知
れ
な
い
。「
合
陽
」
と
は
、
陰
の
気
を
避
け
、
陽
の
気
に
合
わ
せ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
言
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
は
じ
め
に
挙
げ
た
羲
之
の
書
簡
の
中
に
、「
尋
過
江
言
散
」（
尋

い
で
江
を
過
ぐ
れ
ば
言
散
せ
ん
）
と
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
あ
る
「
言
散
」
の
語

は
、
魯
迅
の
文
章
に
見
え
る
「
行
散
」
と
関
わ
り
の
あ
る
言
葉
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
他
に
も
、
以
下
に
挙
げ
る
書
簡
に
「
言
散
」
の
語
が
見
え
る
。

　
　

 

追
尋
傷
悼
、
但
有
痛
心
。
当
奈
何
奈
何
。
得
告
慰
之
。
吾
昨
頻
哀
感
、
便

欲
不
自
勝
挙
。
旦
服
散
行
之
、
益
頓
乏
。
推
理
皆
如
足
下
所
誨
。
然
吾
老

矣
。
餘
願
未
尽
、
唯
在
子
輩
耳
。
一
旦
哭
之
。
垂
尽
之
年
、
転
無
復
理
。

此
当
何
益
。
冀
小
却
漸
消
散
耳
。
省
卿
書
、但
有
酸
塞
。
足
下
念
故
言
散
・
・
、

所
豁
多
也
。
王
羲
之
頓
首
。（「
右
軍
」
一
九
三
・「
淳
化
」
三
）

　

 

追
尋
し
て
は
傷
悼
し
、
但た

だ
痛
心
有
る
の
み
。
当は

た
奈い
か
ん何
せ
ん 

奈い
か
ん何
せ
ん
。

告
を
得
て
之
を
慰
む
。
吾
は
昨 

頻
り
に
哀
感
し
、
便す
な
は

ち
自
ら
勝た
挙
へ
ざ
ら

ん
と
す
。
旦あ
し
た

に
服
散
し
て
之
を
行
ふ
も
、
益
ま
す
頓
乏
す
。
理
を
推
す
に
皆

な
足
下
の
誨を
し

ふ
る
所
の
如
し
。
然
れ
ど
も
吾
は
老
い
た
り
。
餘
願
の
未
だ
尽

く
さ
ざ
る
は
、
唯た

だ
子
輩
に
在
る
の
み
。
一
旦 

之
を
哭
す
。
垂
尽
の
年
、

転う
た

た
復
す
る
理
無
か
ら
ん
と
す
。
此
れ
当は

た
何
の
益
あ
ら
ん
。
小い
さ
さ却
か
漸や
う
や

く

消
散
せ
ん
こ
と
を
冀ね
が

ふ
の
み
。
卿
の
書
を
省み

る
に
、
但
だ
酸
塞
有
る
の
み
。

足
下 

言
散
し
て
、
豁ひ
ろ

く
す
る
所
の
多
か
ら
ん
こ
と
を
念
故
せ
よ
。
王
羲
之 

頓
首
。

「
思
い
起
こ
し
て
は
悲
し
み
、
た
だ
心
が
痛
む
ば
か
り
で
す
。
い
っ
た
い
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
。
お
手
紙
を
い
た
だ
い
て
心
が
慰
み
ま
し
た
。
私
は
昨
日
、

悲
し
く
て
た
ま
ら
な
く
な
り
、
と
て
も
我
慢
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
朝
に
な
っ
て
服
散
し
た
の
で
す
が
、
ま
す
ま
す
元
気
が
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
わ
け
を
考
え
て
み
ま
す
に
、
す
べ
て
あ
な
た
の
お
考
え
の
通

り
で
す
。
と
こ
ろ
で
私
は
年
老
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、
た
だ
子
供
た
ち
の
こ
と
だ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
に
わ
か
に
そ
の
死
を
哭

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。
残
り
わ
ず
か
な
年
齢
に
な
り
、
と
て
も
病
気
が
治

る
望
み
も
あ
り
ま
せ
ん
。服
薬
し
て
い
っ
た
い
何
の
益
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
少
し
ず
つ
で
も
薬
を
飲
ん
で
治
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

あ
な
た
の
お
手
紙
を
見
て
は
、
た
だ
悲
し
み
に
胸
が
ふ
さ
が
る
ば
か
り
で
す
。

あ
な
た
は
気
を
晴
ら
し
て
大
き
な
気
持
ち
で
い
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
王
羲

之 

頓
首
。」
同
じ
く
「
言
散
」
の
語
が
見
え
る
書
簡
が
も
う
一
例
有
る
。

　
　

 

晩
復
毒
熱
。
想
足
下
所
苦
、並
以
佳
、猶
耿
耿
。
吾
至
頓
劣
。
冀
涼
言
散
・
・
。

力
知
問
。
王
羲
之
頓
首
。（「
淳
化
」
四
・「
二
王
」
上
二
一
）

　

 

晩
に
復ま

た
毒
熱
あ
り
。
想
ふ
に
足
下
の
苦
し
む
所
、
並
び
に
以
て
佳
な
ら
ん

も
、
猶な

ほ
耿か
う

耿か
う

た
り
。
吾
は
至
つ
て
頓
劣
な
り
。
冀ね
が

は
く
は
涼
と
な
り
言
散

せ
ん
こ
と
を
。
力
知
問
。
王
羲
之 

頓
首
。

「
夜
に
な
っ
て
ま
た
ひ
ど
い
暑
さ
で
す
。
あ
な
た
の
ご
病
気
も
、
よ
く
な
ら
れ

た
と
は
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
気
が
か
り
で
す
。
私
は
と
て
も
弱
っ
て
お
り
ま
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す
。
涼
し
く
な
っ
て
気
晴
ら
し
を
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
お
便
り
下

さ
い
。
王
羲
之 

頓
首
。」

　
　
　
六

　

以
上
、
こ
の
度
は
王
羲
之
の
書
簡
を
中
心
と
し
て
魏
晋
の
貴
族
の
間
で
流
行

し
た
と
い
わ
れ
る
「
五
石
散
」
の
服
用
と
羲
之
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
一
般
に
我
々
が
抱
い
て
い
る
書
聖
と
し
て
の
王
羲
之
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
、
ま
た
異
な
る
彼
の
側
面
を
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
名
門
王
家

の
家
長
と
し
て
一
族
を
率
い
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
責
任
、
ま
た
役
人
と

し
て
の
立
場
、
そ
う
い
っ
た
重
圧
の
中
で
羲
之
み
ず
か
ら
は
体
調
の
不
安
も
抱

え
、
服
食
養
生
に
つ
と
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
羲
之
は
「
五
石
散
」

を
も
服
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
回
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
服
食
養
生

に
励
む
一
方
で
、
身
近
な
者
の
死
や
、
身
内
の
者
の
死
、
わ
け
て
も
自
分
よ
り

も
年
の
若
い
者
た
ち
の
死
に
直
面
し
て
、
羲
之
は
「
死
」
と
い
う
も
の
を
真
剣

に
見
つ
め
直
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
今
こ
の
時
を
大
切
に
生
き

よ
う
と
い
う
思
い
、
す
な
わ
ち
「
目
前
の
娯
し
み
」
を
尽
く
す
こ
と
に
、
そ
の

問
題
へ
の
答
を
見
い
だ
そ
う
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
た
稿
を
更

め
て
述
べ
て
み
た
い
。

〔
注
〕

（
１ 

）『
魯
迅
全
集
』（
人
民
文
学
出
版
社
）「
而
已
集
」
所
収
。

（
２ 

）
訳
文
は
松
井
博
光
（
代
表
）
他
訳
『
魯
迅
全
集
』
５
（
学
習
研
究
社
）

に
拠
っ
た
。

（
３ 

）
テ
キ
ス
ト
は
、
唐
・
張
彦
遠
輯
『
右
軍
書
記
』（「
法
書
要
録
」
所
収
）、

清
・
乾
隆
三
十
四
年
勅
集
『
欽
定
重
刻
淳
化
閣
帖
』（「
武
英
殿
聚
珍
版
書
」

所
収
）、宋
・
許
開
撰
『
二
王
帖
評
釈
』（「
横
山
草
堂
叢
書
」
所
収
）、明
・

張
溥
撰
『
漢
魏
六
朝
一
百
三
家
集
』
を
用
い
、『
全
晋
文
』
を
参
考
し
た
。

（
４ 

）
森
野
繁
夫
・
佐
藤
利
行
『
王
羲
之
全
書
翰
』（
増
補
改
訂
版
）
白
帝
社

に
は
全
六
九
五
条
の
書
簡
を
収
め
て
い
る
。

（
５ 

）「
信
」
と
は
、
当
時
、
手
紙
を
運
ぶ
使
者
の
こ
と
で
、
羲
之
の
書
簡
に

多
く
見
ら
れ
る
。「
信
使
」
と
い
う
語
も
見
え
、
こ
こ
の
「
家
信
」
と
は
、

あ
な
た
の
家
の
手
紙
を
運
ぶ
使
者
、
と
い
う
意
。 十

二
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十
三

王羲之和五石散

佐　藤　利　行

　五石散是魏晉時代流行於貴族之間的一種毒藥。《世說新語》言語篇中有這樣的記載：“何

平叔云，服五石散，非唯治病，亦覺神明開朗。”劉孝標注引秦丞相（按當作秦承祖）《寒食

散論》說，“寒食散之方，雖出漢代，而用之者寡，靡有傳焉。魏尚書何晏首獲神效，由是

大行於世，服者相尋”。由此可知，當時以何晏爲首，五石散作爲服食養生的藥物盛行於魏

晉貴族之間。

　東晉的王羲之也曾服用過五石散，關於這一點我們可以從他留下的信箋中找到證據。例如

在他的信中就提到過“服足下五色石膏散，身輕，行動如飛也”等内容。

　此次，小論主要以王羲之的信箋爲資料，來探討王羲之和五石散的關係。


